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●

●
●

●

◎

● ▲消防署

子育てする皆さんをやさしく応援する

子育て支援センターが
　　6月1日から始まります
子育て支援センターが
　　6月1日から始まります

　

未
就
園
児
の
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。
一
緒
に
来
所
さ
れ
る
方
は

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
で
な
く
て
も
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
ど
な
た
で
も
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ど
な
た
で
も(

未
就
園
児
に
限

ら
ず)

、
子
育
て
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

で
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
は
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
利
用
で
き
る
場
所

　

美
浜
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(

旧
西
保
育
所)

興
道
寺
38
‐
4　

☎
32
‐
０
１
９
２

●
利
用
で
き
る
日
時

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土･

日
曜
日
、

祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

・
午
前
の
部 

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　

・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

・
午
後
の
部 

午
後
1
時
〜
4
時

（
昼
食
を
と
ら
れ
る
方
は
お
弁
当
、

　

お
茶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

※
利
用
料
金
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

　

利
用
で
き
る

場
所
は
？ 

時
間
は
？　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
少
子
化
や

核
家
族
化
が
進
む
中
、
育
児
や
発
達
に
関

す
る
悩
み
を
解
決
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
来
所
し
て
い
た
だ
き
、
子

育
て
中
の
親
と
子
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

「
ほ
っ
と
で
き
る
場
」
「
安
心
で
き
る
居

場
所
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

JR美浜駅

２７

コンビニ▼

▲町役場

▲はあとぴあ

▲興道寺農業
　研修センター

▲子育て支援センター

耳
川

▲敦賀市 若狭町 ▼

▲中寺

▲
新
庄

▲駐車場

※町役場から約1.5㎞

案内MAP

町
道
金
安
線

※通常は午前9時からご利用できますが、6月1日は開所式の 
　ため、午前10時からのご利用となります。

（旧西保育所）

軍場康代 主任保育士
　　　　　　　　　竹長瞳 保育士
　　　　　　　　　　　　　　　秋山ますみ 保育士

神田栄子 専門員・清水琴江 専門員
支
援
セ
ン
タ
ー 

ス
タ
ッ
フ

　

町
で
は
、
今
年
4
月
か
ら
の
保
育

所
再
編
と
と
も
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
、
「
美
浜
町
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
旧
西
保
育
所

に
設
置
し
、
6
月
1
日
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
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ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？

　

子
ど
も
同
士
や
、
保
護
者
と
子
ど
も

が
一
緒
に
、
気
楽
に
遊
べ
る
場
を
提
供

し
ま
す
。

●
保
育
士
と
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
は
、
午
前
10

時
45
分
か
ら
午
前
11
時
に
、
保
育
士
と

お
子
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
ま

す
。

●
ぽ
っ
ぽ
の
へ
や(

動
的
な
遊
び
場)

　

大
き
な
汽
車
や
滑
り
台
な
ど
の
遊
具

が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
で
気
が
か
り
な
こ
と
や
心
配
な

こ
と
を
1
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
育
て
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
い
つ
で

も
、
だ
れ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。(

個
人
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す)

●
専
門
の
保
育
士
に
よ
る
相
談

　
　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
保
健
師
に
よ
る
相
談

　
　

毎
月 

第
1
・
第
3
火
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午

●
栄
養
士
に
よ
る
相
談

　
　

毎
月 

第
2
・
第
4
火
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午

　

町
の
４
か
所
の
保
育
園
の
体
験
入
園

が
で
き
ま
す
。
各
保
育
園
で
年
に
2
〜

3
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
収
集
し
、
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
の
提
供
や
機
関

紙
を
発
行
し
ま
す
。

　

① 

セ
ン
タ
ー
開
放　

　

（
未
就
園
児
対
象
）

　

② 

子
育
て
相
談

　

④
保
育
園
体
験

　
　

（
保
育
園
と
共
催
）

　

③ 

子
育
て
情
報
提
供

６
月･

７
月
の
主
な
行
事
予
定

● 

1
日
（
金
）
10
時
〜

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

　

保
育
士
に
よ
る
人
形
劇
を
み
ん
な

　

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

● 

5
日
（
火
）
・
19
日
（
火
）

　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

● 

12
日
（
火
）
・
26
日
（
火
）

　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

● 

2
日
（
月
）
〜
6
日
（
金
）

　

七
夕
飾
り
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を

　

設
置
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

　

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

3
日
（
火
）
・
17
日
（
火
）

　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

● 

10
日
（
火
）
・
24
日
（
火
）

　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
子
育
て
を
す
る
人
た
ち
の
自
由
で
楽

し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
32
‐
０
１
９
２

●
ぴ
よ
ぴ
よ
の
へ
や(

静
的
な
遊
び
場)

　

絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
は
食
事
の
部
屋
に
な
り
ま
す
。

※
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
、
遊
び
の
部
屋
は

　

お
休
み
で
す
。

６
月

７
月

ぽっぽの部屋

ぴよぴよの部屋
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美
浜
１
号
機

美
浜
２
号
機

美
浜
３
号
機

美浜発電所の状況

　今回の報告では、4月17日から5月16日
までの美浜発電所の状況等についてお知ら
せします。

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中　

　
（
平
成
18
年
6
月
22
日
〜
）

　

第
22
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
18
年
11
月
1
日
〜)

　

Ｂ
ル
ー
プ
室(

蒸
気
発
生
器
や
原
子
炉

の
1
次
冷
却
水
を
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ

な
ど
が
設
置
さ
れ
た
区
画)

の
原
子
炉

キ
ャ
ビ
テ
ィ
側
の
壁
か
ら
わ
ず
か
に
水

が
に
じ
み
出
て
い
た
こ
と(

5
月
号
参

照)

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
点
検
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

原
子
炉
キ
ャ
ビ
テ
ィ
内
面
に
貼
ら
れ

て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
板
の
溶
接
部
に
つ

い
て
、
真
空
発
泡
試
験(

※
1)

が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
、
4
か
所
で
わ
ず
か
な

発
泡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
他

の
箇
所
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
試
験
が

実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
発
泡
が
確
認

さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
詳
細
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
22
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
19
年
4
月
4
日
〜)

　

蒸
気
発
生
器
の
2
次
側(

※
2)

管
板

(

※
3)

上
面
に
は
、
運
転
中
に
系
統
内

で
生
じ
る
錆
や
水
あ
か
が
堆
積
す
る
た

め
、
定
期
検
査
ご
と
に
そ
れ
を
取
り
除

く
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
3
台
あ
る

蒸
気
発
生
器(

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ)

の
う
ち
、

Ｃ
の
蒸
気
発
生
器
2
次
側
管
板
上
面
の

清
掃
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、
カ
メ
ラ

に
よ
る
事
前
の
点
検
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
小
さ
な
円
柱
状
の
異
物(

長
さ
約

12
㎜
、
直
径
約
11
㎜)
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
異
物
を
取
り
出
し
て
詳

細
に
調
査
し
た
結
果
、
配
管
の
加
工
作

業
等
で
発
生
す
る
金
属
の
削
り
屑
で
あ

る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
異
物
の
発
生
源
、
混
入

ル
ー
ト
を
特
定
す
る
た
め
に
、
2
次
系

給
水
系
統
の
工
事
実
績
等
の
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
検
査
の
計
画
に
基
づ

き
、
Ａ
の
蒸
気
発
生
器
に
つ
い
て
、
渦

流
探
傷
検
査(

Ｅ
Ｃ
Ｔ)(

※
4)

を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
管
支
持
板(

※
5)

を
点

(

※
１)　

真
空
発
泡
試
験

　

試
験
面
に
発
泡
液
を
塗
り
、
空
気
が
漏
れ
な
い

透
明
な
箱
を
か
ぶ
せ
て
、
内
部
を
真
空
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
試
験
面
に
傷(

貫
通
穴)

が
あ
れ
ば
、

真
空
に
な
っ
て
い
る
箱
の
内
側
に
泡
が
発
生
し
、

漏
え
い
箇
所
が
特
定
で
き
ま
す
。

(

※
２)　

２
次
側　

　

放
射
能
が
含
ま
れ
る
水
な
ど
が
循
環
す
る
系
統

を
1
次
系
統
と
言
い
、
放
射
能
が
含
ま
れ
な
い

水
、
蒸
気
な
ど
が
循
環
す
る
系
統
を
2
次
系
統
と

言
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
1
次
系
統
の
方
を
1
次

側
、
2
次
系
統
の
方
を
2
次
側
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

(

※
３)　

管
板

　

蒸
気
発
生
器
内
で
、
1
次
系
と
2
次
系
を
分
け
て

い
る
厚
さ
約
５
５
０
㎜
の
金
属
製
の
板
で
、
上
面
が

2
次
側
、
下
面
が
1
次
側
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(

※
４)　

渦
流
探
傷
検
査(

Ｅ
Ｃ
Ｔ)

　

渦
流
探
傷
検
査
と
は
、
配
管
に
渦
電
流
を
流

し
、
そ
の
電
気
信
号
の
変
化
に
よ
り
、
管
に
傷
が

あ
る
か
、
減
肉
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
確
認

す
る
検
査
で
す
。

(

※
５)　

管
支
持
板

　

3
号
機
の
蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管
は
、
長
さ
約

10
ｍ
の
Ｕ
字
管
で
す
。
こ
の
長
い
管
を
支
え
る
た

め
に
支
持
板
が
8
枚
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
線
状
の
異
物(

長

さ
約
50
㎜
、
直
径
約
1
㎜
﹇
カ
メ
ラ
で

見
え
る
範
囲
﹈)

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
も
取
り
出
し
て
詳
細

な
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
全
て
の

蒸
気
発
生
器
の
2
次
側
管
板
上
面
に
つ

い
て
カ
メ
ラ
に
よ
る
点
検
が
実
施
さ

れ
、
異
物
が
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
管
支
持
板
に
つ
い
て
も

点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
異
物
は
非
常

に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
伝
熱
管
を
損
傷

さ
せ
る
可
能
性
は
低
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
念
の
た
め
伝
熱
管
全
数
に
つ
い
て

Ｅ
Ｃ
Ｔ
を
実
施
し
、
そ
の
健
全
性
を
確

認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ａ
の
蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
全
数
Ｅ
Ｃ
Ｔ
が

実
施
さ
れ
、
異
常
が
無
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

【蒸気発生器概要図】

給水入口

振止め金具

蒸気出口

1次冷却材入口1次冷却材出口

管板(※3)

管支持板(※5)

約4.5m

全
長
・
約
21
ｍ

Ａ-蒸気発生器
　 異 物

Ｃ-蒸気発生器
　 異 物

　回収された異物
▼(Ｃ-蒸気発生器)

約11㎜

約12㎜

伝熱管
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測定項目
組合測定実施日及び測定結果 (平成18年度) 県立入検査

法規制値 施設
保証値6月27日 8月7日 12月18日 3月24日 12月12日

ダイオキシン類

(ng-TEQ/Nm3 )
0.000087 0.0017 0.000041 0.0024 － 5 0.05

ばいじん濃度

(g/Nm3)
0.017
未満 － 0.016未満 － 0.003未満 0.15 0.02

硫黄酸化物濃度

(Nm3/h)
0.11 － 0.087未満 － － 16.15 0.5

窒素酸化物濃度

(ppm)
75 － 63 － － 250 150

塩化水素濃度
(mg/Nm3) 100 － 86 － 520未満 700 100

一酸化炭素濃度
(ppm) 23 7未満 13 7未満 － － 30

用語・単位の
参考説明

　質 量：ng（ナノグラム）…10億分の1g
　体 積：Nm3（ノルマルリュウベ）…1気圧0℃の1m3の体積
　濃 度：ppm（ピーピーエム）…100万分の1
　ＴＥＱ…等価毒性係数

　

美
浜･

三
方
環
境
衛
生
組
合
組
織

の
改
編
に
よ
り
、
今
年
4
月
か
ら
組

合
事
務
所
が
久
々
子
か
ら
エ
コ
ク
ル

美
方(

若
狭
町
向
笠)

に
移
転
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
移
転
に
伴
い
、
電
話
番
号

等
も
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　

電　

話　

45
‐
１
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

45
‐
３
３
０
０

▼排ガス測定結果

【※お問い合わせ先　美浜･三方環境衛生組合　☎45－1215】

エコクル美方（右奥がガス化溶融施設） 　

エ
コ
ク
ル
美
方
ガ
ス
化
溶
融
施
設
で
は
、

平
成
18
年
度
に
つ
い
て
は
、
定
期
修
繕
工
事

及
び
通
常
の
定
期
点
検
等
に
伴
う
約
2
か
月

の
運
転
停
止
期
間
の
ほ
か
は
、
当
初
の
年
間

運
転
計
画
に
基
づ
い
て
予
定
ど
お
り
運
転
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

及
び
施
設
の
運
転
管
理
業
務
委
託
会
社
と
も

十
分
に
連
絡
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
の

安
全
運
転
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

エ
コ
ク
ル
美
方
で
は
、
排
ガ
ス
測
定
を
定

期
的
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
広
報
紙
を
通

し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
18
年
度
の
測
定
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

項
目
に
お
い
て
法
規
制
値
を
下
回
り
、
安
全
な

運
転
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

エコクル美方 
　　ガス化溶融施設

平成18年度
　　公害関係測定結果
平成18年度
　　公害関係測定結果

組
合
事
務
所
が
エ
コ
ク
ル

美
方
内
に
移
転
し
ま
し
た
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　町文化協会事務局(町生涯学習課内　担当･関口)☎32‐6709

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

町
消
費
者
推
進
委
員

　

町
で
は
、
消
費
者
問
題
の
複
雑
多
様

化
に
対
応
す
る
た
め
に
消
費
者
問
題
に

関
す
る
知
識
、
経
験
豊
か
な
人
を
「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・「
消
費
者
推

進
委
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、
そ
の
能
力

を
あ
ら
ゆ
る
面
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
消
費
生
活
の
安
定
、
利
益
を
守

る
た
め
に
啓
発
活
動
や
相
談
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
松
田　

う
め
子
さ
ん
（
金
山
）

・
石
丸　

清
美
さ
ん　
（
山
上
）

〈
活
動
内
容
〉

・
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
及
び
そ
の

　

処
理

・
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
及

　

び
情
報
の
提
供

・
そ
の
他
消
費
生
活
の
安
定
及
び
向
上

　

を
図
る
こ
と

●
消
費
者
推
進
委
員

・
加
藤　

き
た
枝
さ
ん
（
河
原
市
）

・
横
山　

惠
美
子
さ
ん
（
麻
生
）

・
網
谷　

早
苗
さ
ん　
（
早
瀬
）

・
中
村　

好
枝
さ
ん　
（
松
原
）

・
藤
間　

照
子
さ
ん　
（
早
瀬
）

・
中
村　

富
美
子
さ
ん
（
菅
浜
）

〈
活
動
内
容
〉

・
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
助
言

・
消
費
生
活
情
報
の
提
供

・
消
費
生
活
問
題
の
調
査
・
研
究
協
力

・
町
が
行
う
消
費
生
活
に
関
す
る
事
業

　

の
協
力

●
任
期

　

共
に
2
年
間
（
平
成
19
年
4
月
1
日

　

〜
平
成
21
年
3
月
31
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
吉
田
）　
　

　

☎
32
‐
６
７
０
３

町
防
犯
隊

　

美
浜
町
防
犯
隊
は
、
町
民
の
安
全･

安

心
を
守
る
た
め
に
、
隊
長
以
下
4
支
隊

55
人
で
組
織
さ
れ
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
警
備
や
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
な
ど
地
域
に
お
け

る
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
隊
長
、
副
隊
長
及
び

各
支
隊
長
は
次
の
方
々
で
す
。

●
防
犯
隊
長

　
　

籔
ノ
内　

太
喜
さ
ん
（
興
道
寺
）

●
防
犯
副
隊
長

　
　

山
口　

哲
男
さ
ん
（
太
田
）

●
第
1
支
隊
（
隊
員
8
人
）

　
〈
隊
長
〉
野
原　

佐
智
夫
さ
ん
（
松
原
）

●
第
2
支
隊
（
隊
員
18
人
）

　
〈
隊
長
〉
伊
藤　

善
幸
さ
ん
（
竹
波
）

●
第
3
支
隊
（
隊
員
14
人
）

　
〈
隊
長
〉
武
田　

正
美
さ
ん
（
河
原
市
）

●
第
4
支
隊
（
隊
員
13
人
）

　
〈
隊
長
〉
森　

富
一
さ
ん
（
郷
市
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
片
山
）　
　

　

☎
32
‐
６
７
０
３

　

経
済
産
業
省
で
は
、
卸
売･

小
売
事
業

所
を
対
象
に
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査

(

6
月
1
日
を
基
準
日)

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
本
年
5
月

下
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当
・
大
同)

☎
32
‐
６
７
０
１

商
業
統
計
調
査

町役場各部署直通電話番号
※役場へのお電話は、担当部署の
　直通電話をご利用ください。

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

町各施設電話番号
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年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

　

追
納
制
度
と
は
、
保
険
料
の
免
除

(

一
部
免
除(

納
付)

を
含
み
ま
す)

・

猶
予
を
受
け
た
期
間
ま
た
は
学
生
納

付
特
例
に
該
当
し
た
期
間
の
保
険
料

を
、
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

を
多
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
な

条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
追
納
で
き
る
期
間
は
、
10
年
以
内

　

で
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　

人
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

③
追
納
す
る
と
き
は
、
先
に
経
過
し

　

て
い
る
免
除
期
間
か
ら
順
に
納
付

　

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

☎
０
７
７
０
‐
23
‐
９
９
０
２

　　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
小
林
）

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の

 　
　

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

（
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た

は
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
の
保
険

料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
前
の
保
険
料
免
除
期
間
を
優
先

し
て
追
納
す
る
か
、
学
生
納
付
特
例

期
間
ま
た
は
納
付
猶
予
期
間
を
優
先

し
て
追
納
す
る
か
、
本
人
が
選
択
で

き
ま
す
。）

④
平
成
17
年
3
月
以
前
の
免
除
さ
れ

　

た
期
間
に
つ
い
て
追
納
す
る
と
き

　

は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
額
が
加

　

算
さ
れ
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大
気
中
の

窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
等
が
、
太
陽

光
線
中
の
紫
外
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
二
次
的
に
新
た
な
汚
染
物
質
を
多
量

に
発
生
さ
せ
霧
状
に
な
る
現
象
で
す
。

　

発
生
す
る
と
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、

の
ど
が
痛
む
、
胸
が
苦
し
く
な
る
」
等

の
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
〜
７
月
は
、
大
気
の
状
態
に
よ

り
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
基
準
値
を
超
え
る
と
注
意

報
を
発
令
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、
町
が

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
音
声
告
知
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
川
尻
）

☎
32
‐
６
７
０
３

第14回 美浜町文化協会展
　日頃の活動を知ってもらいたいとの思いから
始まった「美浜町文化協会展」も、皆さんのお
かげで14年目を迎えました。会員の活動の成果
をぜひご覧ください。

日時：6月25日（月）～9月28日（金）
　　     午前 8時 30分～午後 5時
会場：町役場 1階　町民プラザ

内　容 会　期 グループ名

川柳作品展 6月25日～7月 6 日 美浜川柳「虹」の会

水墨画展 7月 9 日～7月20日 でんでん虫クラブ

吟行作品展 7月23日～8月 3 日 美浜町俳句協会

絵画造形展 8月 6 日～8月17日 絵画サークルかわせみ
キャスケードブーケ
と自由作品 8月20日～8月31日 美浜町押し花サークル

陶芸作品展 9月 3 日～9月14日 陶芸サークル花

写  真  展 9月18日～9月28日 五人の会

※お問い合わせ先　町文化協会事務局(町生涯学習課内　担当･関口)☎32‐6709
※土日及び祝日の場合は、庁舎東側の通用口を
　ご利用の上、日直までお申し出ください。

夢ネットワークみはま 　町内のまちづくりグループ「夢ネットワークみはま」で
は、昨年に引き続き、美浜駅前と美浜町観光センター(美浜
駅横)を利用して「ちょっと先取りの七夕まつり」を開催し
ます。皆さんぜひ遊びに来てください！

※お問い合わせ先　町企画政策課（担当・大同）　☎32‐6701

ちょっとお先に
竹飾りゆれて、美浜の夏物語がはじまる

七夕まつり３
内 容：七夕飾り作り
          ゲームコーナー
　　　 ストリートライブ
　　 　旬の野菜、プリン、パン
　　　 苗木などの販売　　　

日 時　  6月30日(土)午前10時～午後3時

会 場　 美浜駅前・美浜町観光センター　　

七夕まつり３
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レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

前
立
腺
肥
大
症
と

前
立
腺
癌
に
つ
い
て

　

高
齢
男
性
が
排
尿
障
害
を
き
た
す
原
因

の
一
つ
に
「
前
立
腺
肥
大
症
」
が
あ
り
ま

す
。

　

前
立
腺
は
、
精
液
の
一
部
を
分
泌
す
る

臓
器
で
男
性
の
み
に
存
在
し
、
膀
胱
の
出

口
か
ら
尿
道
を
包
み
込
む
形
で
存
在
し
ま

す
。

　

こ
の
前
立
腺
が
年
齢
を
重
ね
る
に
従
っ

て
肥
大
し
、
尿
道
を
圧
迫
し
て
尿
が
出
に

く
く
な
り
、
一
方
で
は
、
膀
胱
を
刺
激
し

て
頻
尿
や
尿
失
禁
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く
と
膀
胱

に
負
担
が
か
か
り
、
膀
胱
の
収
縮
力
も
低

下
し
て
ま
す
ま
す
尿
が
出
に
く
く
な
り
、

最
後
に
は
「
尿
閉
」
と
い
っ
て
尿
が
出
な

く
な
り
ま
す
。
症
状
が
軽
度
か
ら
中
等
度

の
場
合
は
薬
物
療
法
が
よ
く
効
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
薬
物
療
法
は
前
立
腺
肥
大
症

を
治
し
て
し
ま
う
治
療
で
は
な
く
、
尿
道

の
圧
迫
を
軽
減
し
て
症
状
を
和
ら
げ
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
薬
を
や
め
る
と
再
び
尿
が

出
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
膀
胱

に
か
か
る
負
担
を
減
ら
し
て
膀
胱
収
縮
力

を
保
つ
た
め
に
薬
を
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
薬
物
療
法
で
も
効
果
が
な
い
重
症

例
で
は
手
術
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

　

環
境
省
と
福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
「
一
村
一
品･

知
恵

の
環
づ
く
り
」
と
し
て
自
治
体
や
企
業
、

団
体
等
が
行
う
地
域
ぐ
る
み
の
地
球
温

暖
化
対
策
の
取
組
み
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
取
組
み
に
つ
い
て
県
代

表
の
選
考
を
行
い
、
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
優
れ
た
取

り
組
み
は
表
彰
さ
れ
、
全
国
に
紹
介
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
応
募
対
象

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
地
球
温
暖
化

対
策
の
取
組
み

　
（
例
・
緑
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど)

●
応
募
期
限

　

6
月
下
旬

●
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.sto
p
o
n
d
a
n
ka
-

　

fu
ku
i.jp
/

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
セ
ン

　

タ
ー(

エ
コ
プ
ラ
ン
ふ
く
い)

☎
０
７
７
６
‐
30
‐
０
０
９
２

地
球
温
暖
化
対
策
活
動

募　

集

募　

集

　

も
う
一
つ
重
要
な
疾
患
に
「
前
立
腺

癌
」
が
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
と

合
併
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

初
期
に
は
無
症
状
で
癌
が
転
移
し
て
か

ら
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
前
立
腺
癌
は
P
S
A
と
い
う
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
を
血
液
検
査
す
る
こ
と
で

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
も
P
S
A
値
が
異
常
で
あ
れ

ば
、
前
立
腺
組
織
の
一
部
を
針
生
検
す

る
こ
と
で
癌
の
有
無
を
確
定
診
断
し
ま

す
。前
立
腺
癌
も
早
期
で
あ
れ
ば
手
術
、

放
射
線
療
法
、
薬
物
療
法
で
治
療
が
有

効
で
、10
年
以
上
の
生
存
が
可
能
で
す
。

　

公
立
小
浜
病
院
で
は
、
年
間
50
件
ほ

ど
の
前
立
腺
針
生
検
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
約
半
数
に
癌
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
に
お
い
て

も
、
前
立
腺
針
生
検
の
た
め
の
設
備
を

整
え
て
お
り
、
検
査
が
可
能
で
す
。
尿

が
出
に
く
い
、
近
い
、
漏
れ
る
な
ど
の

症
状
で
お
悩
み
の
方
は
ま
ず
は
当
院
泌

尿
器
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
泌
尿
器
科　

鈴
木 

裕
志
〉

※

6
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

6
日(

水)

・
7
日(

木)

・
8
日(

金)

11
日(

月)

・
13
日(

水)

・
20
日(

水)

22
日(

金)

・
25
日(

月)

・
27
日(

水)

28
日(

木)

に
行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
助
成

　

地
震
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
住
宅
の
耐
震
性
が
重
要
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
地
震
の
被
害
状
況
か
ら
、
昭

和
56
年
6
月
の
建
築
基
準
法
の
改
正（
耐

震
基
準
の
強
化)

前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
性
が
劣
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住

宅
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
、
耐
震
診

断
士
の
派
遣
及
び
耐
震
診
断
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

在
来
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ

る
一
戸
建
木
造
住
宅(

併
用
住
宅
の
場

合
は
、
延
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が

住
宅
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の)

の
所

有
者
で
、
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方　

●
助
成
額

　

耐
震
診
断
に
係
る
費
用
3
万
円
の
う

ち
、
町
が
2
万
7
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

（
個
人
負
担
額
3
千
円
）

●
募
集
開
始　

6
月
1
日(

金)

か
ら

※
お
申
込
み
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に

　

な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

町
土
木
建
築
課
に
あ
る
申
込
書
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
土
木
建
築
課
（
担
当
・
竹
内
）

☎
32
‐
６
７
０
７
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町
で
は
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
海
外
研
修

事
業
の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
海
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
を
活
用
し
た
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
研
修
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
時
期　

10
月
（
８
日
間
）

　

９
月
に
事
前
研
修
（
２
日
間
）、
平
成

20
年
１
月
に
事
後
研
修
（
１
日
間
）
が

東
京
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
研
修
地　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

●
募
集
人
員　

１
人

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
、
50
歳
以
下

　

の
方
（
平
成
19
年
9
月
30
日
時
点
）

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
町
が
示
す
条
件
を
守
る
こ
と
が
で
き

　

る
方

・
過
去
に
町
が
実
施
し
た
海
外
研
修
事

　

業
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

・
事
前
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き
る
方

・
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
方

　

以
上
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

●
参
加
負
担
金

　

10
万
円
（
旅
券
申
請
費
用
は
除
く
）

　

事
前
・
事
後
研
修
に
別
途
参
加
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

 

国
内
研
修
参
加
者

　

町
で
は
、
町
内
の
人
材
育
成
の
一
環

と
し
て
国
内
研
修
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

次
の
研
修
の
参
加
者
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

５
人
（
合
計
人
数
）

●
参
加
資
格

・
町
内
在
住
の
方

・
申
込
時
に
お
い
て
、
町
税
等
に
滞
納

　

が
な
い
方

・
町
が
示
す
条
件
を
守
る
こ
と
が
で
き

　

る
方

・
過
去
3
年
間
に
町
が
実
施
し
た
国
内

　

研
修
事
業
に
参
加
し
て
い
な
い
方

　

以
上
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

●
助
成
内
容

　

左
記
の
負
担
金
額
の
１
／
２
及
び
旅

費
の
３
／
４
を
助
成
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

希
望
す
る
テ
ー
マ
・
研
修
の
ナ
ン

バ
ー
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
町

企
画
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

　

６
月
15
日
（
金
）

●
注
意
点

　

人
数
に
限
り
が
あ
り
、
申
込
み
を
さ

れ
て
も
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課
（
担
当
・
大
同
）

☎
32
‐
６
７
０
１

　
　
　

税
務
職
員

　

金
沢
国
税
局
で
は
平
成
20
年
4
月
採

用
の
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜

平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
付
期
間　

　

6
月
26
日(

火)

〜
7
月
3
日(

火)

●
試
験
日　

１
次
試
験 

9
月
9
日
（
日
）

●
試
験
種
目　

教
養
・
適
性
・
作
文
試
験

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
税
務
署　

総
務
課☎22

‐
９
２
６
５

No テーマ 時　期 日数 負担金(円) 場　所

1
～住民参加の地域づくり～

コミュニケーションセンスを磨く H19. 6 月 2 13,000 東京都

2
～住民参加の地域づくり～
企画立案能力開発講座 H19. 6 月 2 13,000 東京都

3
～自然に優しい環境づくり～

「脱温暖化社会」と「循環型社会」の
　構築を目指して

H19. 8 月 2 10,000 東京都

4 少子高齢化社会における
地域づくりを学ぶ H19. 8 月 2 10,000 東京都

5 地域福祉のあり方を学ぶ H19.10月 2 10,000 東京都

6
～新しい地域づくりを学ぶ～

行政とNPO、コミュニティビジネス
  との協働

H20. 2 月 2 10,000 東京都

7 ～住民参加の地域づくり～
まちづくりワークショップの進め方を学ぶ H19.12月 2 13,000 東京都

8
～安全に暮らせるまちづくり～

地域における防災コミュニティを考える H19.12月 2 10,000 東京都

9
～農山漁村で活躍する女性達～
起業と法人化を学ぶ H19. 7 月 2 10,000 東京都

10 ツーリズム入門講座（先進地に学ぶ） H19.10月 3 15,000 先進地
（未定）

11 農業の担い手対策と直販を学ぶ H19.12月 2 10,000 東京都

12 水産業の担い手･経営安定化対策を学ぶ H19. 9 月 2 15,000 先進地
（未定）

13 地場中小企業の活性化対策を学ぶ H19. 7 月 2 10,000 東京都

14 中心市街地活性化対策を学ぶ H19. 9 月 2 10,000 東京都

15 観光からのまちづくりを学ぶ H19.11月 3 15,000 先進地
（未定）

16 持続可能な自治体運営を学ぶ H19. 9 月 2 10,000 東京都

17 地域特性を活かした特産品の
開発・改良を考える（東京Ⅰ） H19.10月 2 10,000 東京都

18 地域特性を活かした特産品の
開発・改良を考える（東京Ⅱ） H20. 2 月 2 10,000 東京都

【平成19年度国内研修一覧（予定）】

●
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
参
加
理
由
、
研
修

目
的
、
研
修
成
果
の
活
か
し
方
な
ど
を

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
に
記
入
し

て
町
企
画
政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
選
考
方
法

　

提
出
資
料
を
も
と
に
面
接
を
行
い
、

選
考
し
ま
す
。
面
接
の
結
果
に
よ
っ
て

は
該
当
者
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切

　

６
月
15
日
（
金
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課
（
担
当
・
大
同
）

☎
32
‐
６
７
０
１

海
外
研
修
参
加
者
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4
月
21
日
に
、
J
R
美
浜
駅
に
併
設
さ
れ
た

美
浜
町
観
光
セ
ン
タ
ー
で
「
ど
う
に
か
な
る
さ

僕
ら
の
音
楽
会
」
と
題
し
た
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

「
夢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
は
ま
」
の
音
楽
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
「
音
の
ら
く
が
き(

代
表 

鈴
木
隆
志
さ

ん
・
佐
田)

」に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
多
く
の
聴
衆
が
集
ま
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中

で
鈴
木
さ
ん
や
ゲ

ス
ト
の
歌
や
ト
ー

ク
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

4
月
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
ラ
イ

ブ
は
、
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
ゲ
ス
ト

を
迎
え
な
が
ら
、

毎
月
第
3
土
曜
日

の
午
後
6
時
か
ら

町
観
光
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

毎月第3土曜日の「どうにかなるさ僕らの音楽会」

夢ネットワークみはま
　　駅前ライブがスタート！

五穀豊穣を祈願して
　　優雅に「王の舞」を奉納

弥美神社例大祭
5
月
1
日
に
、
地
区

の
安
泰
と
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
弥
美
神
社
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
神
体
が
宿
る
御ご

へ

い幣

が
本
殿
に
納
め
ら
れ
た

後
、
赤
い
衣
装
に
天
狗

の
よ
う
な
面
と
鳳ほ

う
お
う凰
の

冠
を
身
に
着
け
た
舞
手

が
笛
と
太
鼓
に
合
わ
せ

な
が
ら
優
雅
に
舞
う｢

王

の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
奉
納
さ
れ

た
獅
子
舞
で
は
、
獅
子

が
警
護
役
を
振
り
払
っ

て
大
暴
れ
し
、
祭
り
の

最
後
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

4
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た
小
浜
線
利
用
促
進
協
議

会
の
総
会
に
お
い
て
、
町

内
の
花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

「
ま
つ
ば
ら
な
で
し
こ
」
が

協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和

50
年
ご
ろ
か
ら
小
浜
線
沿

線
に
草
花
を
植
え
始
め
、

現
在
で
は
約
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
花
壇
を
作
り
、
駅

利
用
者
や
車
窓
か
ら
見
え

る
景
観
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
山
口
喜
代
子
さ

ん(

松
原)

は
、「
見
る
人
の

目
と
心
を
休
め
、
和
ま
せ

る
花
壇
作
り
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
を

励
み
に
こ
れ
か
ら
も
美
し

い
花
を
咲
か
せ
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小浜線沿線で花壇作り！「まつばら なでしこ」が受賞

「まつばら なでしこ」の皆さん
(左から)　中塚さん　山口さん　岸本さん


